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■
平
成
27
年
度
第
2
回
理
事
会
を

開
催　
（
東
京
・
木
材
会
館
で
）

全
市
連
は
11
月
09
日
（
月
）、
平
成
27
年
度

第
2
回
理
事
会
を
新
木
場
の
木
材
会
館
で
開
催

し
た
。
出
席
は
理
事
31
名
・
監
事
計
1
名
の
計

32
名
。
ま
た
、
林
野
庁
木
材
産
業
課
の
香
月
英

伸
木
材
製
品
技
術
室
長
及
び
山
田
課
長
補
佐
、

業
務
課
の
今
井
企
画
官
に
御
出
席
頂
い
た
。

【
会
長
挨
拶
】

市
川
会
長
は
開
会
挨
拶
で
、「
月
例
経
済
報

告
に
よ
る
と
、
国
内
経
済
は
一
部
に
弱
さ
も
み

ら
れ
る
が
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い

る
と
さ
れ
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
1
月
―
9

月
累
計
で
67
万
7
千
戸
と
対
前
年
同
期
比
１
０

２
・
８
％
と
な
り
、
消
費
税
増
税
の
駆
け
込
み

需
要
の
反
動
か
ら
徐
々
に
抜
け
出
し
つ
つ
あ
る

模
様
。
中
国
等
ア
ジ
ア
新
興
国
の
景
気
が
下
振

れ
し
、
我
が
国
の
景
気
が
下
押
し
さ
れ
る
リ
ス

ク
も
あ
り
、
今
回
、
大
筋
合
意
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
今
後
の
影
響
な
ど
、
木
材
需
給
等
の
先
行
き

は
、
未
だ
不
透
明
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
策
も
含

め
経
済
対
策
の
充
実
・
強
化
が
強
く
望
ま
れ

る
。
国
産
材
の
安
定
需
給
体
制
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
全
市
連
と
し
て
、
並
材
の
広
域
流
通
体

制
づ
く
り
、
合
法
木
材
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
証

明
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
供
給
体
制
づ
く
り
、
人

材
養
成
な
ど
に
取
り
組
む
必
要
。
Ｖ
Ｗ
の
規
制

森
林
被
害
緊
急
対
策
（
2
億
円
→
5
億
円
）
が

増
加
。②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
の
概
要
に
つ
い
て
、

ア
．
合
板
・
製
材
は
輸
入
額
が
多
い
国
や
輸
入

額
の
伸
び
が
著
し
い
国
に
対
し
て
、
16
年
目
ま

で
の
長
期
の
関
税
撤
廃
期
間
と
輸
入
量
が
急
増

し
た
場
合
に
関
税
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
発
効
前
の
水

準
に
戻
す
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
確
保
。イ
．合
板
・

製
材
の
代
替
・
競
合
品
（
Ｏ
Ｓ
Ｂ
）
は
、
輸
入

額
の
多
い
国
に
対
し
、
16
年
目
ま
で
の
長
期
の

関
税
撤
廃
期
間
と
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
確
保
。ウ
．

環
境
分
野
で
は
、
違
法
伐
採
木
材
に
関
し
、
各

国
お
け
る
行
政
措
置
の
強
化
や
各
国
間
の
協
力

に
関
す
る
規
律
を
規
定
。」
等
に
つ
い
て
、
具

体
例
等
も
示
し
な
が
ら
御
説
明
い
た
だ
い
た
。

業
務
課
の
今
井
企
画
官
か
ら
は
、「
国
産
材

の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
た
国
有
林
の

貢
献
」
に
つ
い
て
、
①
国
有
林
の
資
源
と
木
材

供
給
シ
ェ
ア
の
状
況
②
林
産
物
の
安
定
供
給
、

シ
ス
テ
ム
販
売
の
現
況
・
予
定
量
、
広
域
で
の

協
定
取
引
の
取
組
、
国
有
林
材
供
給
調
整
対
策

③
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
の
仕
組
み
と
事
例

紹
介
④
民
有
林
と
連
携
し
た
シ
ス
テ
ム
販
売
事

例
⑤
素
材
生
産
等
委
託
も
生
産
コ
ス
ト
等
の
低

減
不
可
避
で
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
等
の
御

説
明
を
い
た
だ
い
た
。

【
意
見
交
換
】

林
野
庁
の
説
明
等
に
関
連
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
主
な
意
見
と
し
て
は
、「
①
公
共
建

築
物
に
も
木
材
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
集
成
材
・
大
断
面
の
も
の
ば
か
り
、
高
い

と
の
認
識
、
無
垢
材
を
使
う
設
計
を
。
②
立
木

販
売
の
公
売
不
落
が
多
い
、
予
定
価
格
積
算
が

高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
③
木
材
利
用
拡
大

等
で
陳
情
等
に
行
く
が
、
縦
割
り
で
難
儀
す
る

の
で
連
携
を
。④
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
本
格
化
し
、

伐
採
後
の
更
新
放
棄
も
危
惧
さ
れ
、
電
力
買
取

価
格
に
直
結
す
る
間
伐
材
等
の
要
件
緩
和
を
。

⑤
県
、
市
町
村
、
県
産
材
等
の
垣
根
が
高
く
補

助
制
度
等
の
適
用
で
ネ
ッ
ク
、
少
し
広
い
範
囲

で
考
え
ら
れ
な
い
か
。」
等
が
出
さ
れ
た
。

林
野
庁
か
ら
、「
①
大
規
模
木
造
建
築
も
、

一
般
流
通
材
を
使
用
し
、
コ
ス
ト
的
に
対
抗
で

き
る
も
の
を
普
及
し
た
い
。
②
立
木
販
売
物
件

に
は
、
分
収
造
林
・
分
収
育
林
等
収
益
者
の
意

向
も
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ

る
。
③
行
政
に
お
け
る
横
の
連
携
を
更
に
深
め

た
い
。
④
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
電
力
買
取

価
格
は
、
13
円
が
基
本
、
間
伐
材
等
の
32
円
が

特
例
で
あ
る
こ
と
を
御
理
解
願
い
た
い
。
⑤
国

と
し
て
、
国
産
材
は
一
つ
で
あ
り
、
県
毎
を
要

件
と
し
て
お
ら
ず
、
範
囲
を
限
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。」
等
の
応
答
が
あ
っ
た
。

【
情
勢
報
告
】

事
務
局
よ
り
次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
、

ご
了
解
を
頂
い
た
。

①
平
成
28
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て

②
平
成
28
年
度
税
制
改
正
要
望
に
つ
い
て　

特

に
、
森
林
吸
収
源
対
策
の
財
源
確
保
に
係
る

税
制
上
の
措
置

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て

④
木
材
需
給
関
連
資
料

⑤
国
産
材
輸
出
動
向　

27
年
1
月
～
8
月
累
計

で
１
４
７
億
円
、
丸
太
は
44
・
3
万
㎥
に

⑥
木
材
サ
ミ
ッ
ト　
「
木
材
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１

５
主
要
課
題
」
等

【
全
市
連
の
業
務
運
営
】

事
務
局
よ
り
、
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
係

る
基
本
方
針
・
取
扱
規
程
に
つ
い
て
、
②
平
成

27
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
等

（
27
年
度
講
習
会
開
催
予
定
及
び
登
録
有
効
期

限
の
見
直
）
③
広
域
原
木
流
通
体
制
整
備
事
業

に
つ
い
て
（
中
部
地
区
、
近
畿
・
中
国
地
区
及

誤
魔
化
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
傾
斜
事
案
等
、
信
頼

を
裏
切
る
事
件
が
続
い
て
い
る
が
、
木
材
へ
の

国
民
の
信
頼
に
応
え
続
け
ら
れ
る
よ
う
御
理

解
・
御
協
力
を
お
願
い
す
る
。
２
０
２
０
年
開

催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
施
設
で
の
木
材
使
用
を
通
じ
た
木
材
需
要

増
加
も
期
待
さ
れ
、
明
る
さ
も
見
え
て
い
る
。

政
府
は
、「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

プ
ラ
ン
」
及
び
「
日
本
再
興
戦
略
」
等
を
策
定

し
、
地
方
創
生
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
目
標

に
し
て
、
28
年
度
予
算
要
求
に
お
い
て
も
「
林

業
の
成
長
産
業
化
・
森
林
吸
収
源
対
策
の
推

進
」
が
盛
り
込
ま
れ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。」
等
と
述
べ
た
。

続
い
て
林
野
庁
の
木
材
産
業
課
香
月
室
長

は
、
26
年
ぶ
り
に
木
材
自
給
率
が
30
％
台
に
回

復
し
た
こ
と
に
触
れ
た
後
、「
①
平
成
28
年
度

林
野
庁
関
係
予
算
概
算
要
求
の
概
要
に
つ
い

て
、
公
共
・
非
公
共
合
計
で
3
、４
２
９
億
円

（
対
前
年
度
比
１
１
８
・
１
％
）
と
枠
一
杯
の

要
求
で
、
非
公
共
事
業
費
は
、
1
、１
９
８
億

円
（
同
１
２
１
・
６
％
）。
重
点
事
項
は
、「
林

業
の
生
長
産
業
化
・
森
林
吸
収
源
対
策
の
推

進
」
で
次
世
代
林
業
基
盤
づ
く
り
交
付
金
が
大

幅
増
（
27
億
円
→
２
０
０
億
円
）、
林
業
の
低

コ
ス
ト
化
と
花
粉
症
対
策
（
9
億
円
→
18
億

円
）、
新
た
な
木
材
需
要
創
出
総
合
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
14
億
円
→
16
億
円
）
及
び
シ
カ
に
よ
る
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び
九
州
地
区
協
議
会
等
の
開
催
状
況
）
④
合
法

木
材
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
認
定
等
に
つ

い
て
（
認
定
状
況
、
認
定
団
体
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
取
組
の
徹
底
、
書
面
調
査
結
果
）

⑤
平
成
27
年
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：
全
国
優
良
木

材
展
示
会（
東
海
木
材
相
互
市
場
、11
月
20
日
）、

全
市
連
国
産
材
需
要
開
発
製
材
品
展
示
即
売
会

（
1
月
23
日
、
木
曽
官
材
市
売
）、
木
材
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
開
催
（
2
月
19
日
～
20
日

に
東
京　

合
板
博
物
館
、
2
月
26
日
～
27
日
大

阪
木
材
仲
買
会
館
）、3
月
に
第
3
回
理
事
会
・

第
2
回
正
副
会
長
・
支
部
長
会
議
開
催
：
を
説

明
し
、
ご
了
解
を
頂
い
た
。
な
お
、
木
ア
ド
登

録
有
効
期
限
に
つ
い
て
は
、
正
副
会
長
・
支
部

長
会
議
預
か
り
と
な
っ
た
。

【
講
演
会
】

議
事
終
了
後
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総

合
研
究
所
久
保
山
裕
史
林
業
シ
ス
テ
ム
研
究
室

長
に
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
現
状
と
今
後
の
課

題
」
と
題
し
て
お
話
し
頂
い
た
。

そ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
は
、
①
林
業
と

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
②
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業
の
現
状
、
③
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
の

今
後
に
つ
い
て
④
ま
と
め
等
。

具
体
的
に
は
①
燃
料
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
含
有

量
、
丸
太
価
格
、
切
削
チ
ッ
プ
と
破
砕
チ
ッ
プ
、

体
積
と
重
さ
、
生
産
・
流
通
の
担
い
手
、
人
工

林
間
伐
の
実
態
、
②
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
買
取

価
格
、
稼
働
施
設
・
認
定
施
設
、
使
用
燃
料
の

実
態
、
供
給
事
例
③
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

需
要
推
計
（
３
７
５
万
㎥
、
県
に
よ
っ
て
は
短

期
的
に
は
需
給
逼
迫
）、供
給
可
能
性
試
算
（
需

要
は
５
０
０
万
㎥
前
後
も
４
０
０
万
㎥
程
度
の

供
給
拡
大
は
可
能
、
事
業
採
算
性
評
価
ツ
ー

ル
、）、
燃
料
供
給
リ
ス
ク
（
価
格
上
昇
、
認
定

の
制
約
）、低
コ
ス
ト
供
給
に
向
け
た
課
題
（
低

質
丸
太
利
用
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
事
例
、
林
地
残

材
利
用
、
市
場
の
低
コ
ス
ト
供
給
）、
欧
州
型

へ
の
転
換
、
製
材
残
材
利
用
の
拡
大
④
現
状

（
Ａ
・
Ｂ
材
生
産
に
付
随
し
た
追
加
的
出
材
し
、

集
荷
窓
口
に
よ
る
供
給
事
業
体
の
取
り
ま
と

め
、
急
増
需
要
に
一
時
的
に
供
給
が
追
い
付
か

な
い
可
能
性
、
低
コ
ス
ト
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
林
業
事
業
体
強
化
・
育
成
（
機
械
化
に
よ

る
事
故
軽
減
・
生
産
性
向
上
）
等
に
つ
い
て
、

御
講
演
頂
い
た
。

■
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
開
催

第
50
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
が
10
月
29

日
（
木
）、関
係
者
約
９
０
０
名
（
主
催
者
発
表
）

が
参
加
し
て
三
重
県
津
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。
鈴
木
和
雄
全
木
連
東
海
支
部

長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
し
、
黄
瀬
稔
大
会
実
行
委

員
長
が
「
木
を
見
て
森
を
見
、
街
を
見
る
。
都

市
の
木
造
化
・
木
質
化
に
よ
り
都
市
を
第
二
の

森
林
に
。
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
実
現
に
向

け
邁
進
し
よ
う
」
と
挨
拶
し
た
。
木
材
需
要
拡

大
対
策
予
算
確
保
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
で
の
木
材
利
用
推
進
な
ど

の
大
会
宣
言
を
決
議
し
た
。
ま
た
、林
業
協
会
、

全
森
連
、
全
木
連
及
び
林
経
協
の
中
央
4
団
体

が
日
本
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
共
同

行
動
宣
言
に
調
印
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

■
森
山
農
林
大
臣
新
木
場
視
察

～
東
京
木
材
市
場
他
～

平
成
27
年
11
月
12
日
（
木
）
午
前
に
森
山
裕

農
林
水
産
大
臣
及
び
今
井
敏
林
野
庁
長
官
等
農

林
水
産
省
幹
部
が
、
新
木
場
を
視
察
し
、
木
材

業
界
幹
部
と
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。
川
下
の

木
材
産
業
の
実
態
等
を
視
察
し
、
現
場
の
実
態

を
踏
ま
え
た
施
策
展
開
に
資
す
る
と
い
う
趣

旨
。
森
山
大
臣
一
行
は
、
最
初
に
新
木
場
の
木

材
会
館
を
訪
れ
、
吉
条
良
明
全
木
連
会
長
、
島

田
泰
助
全
木
連
副
会
長
、
市
川
英
治
都
木
連
副

会
長（
全
市
連
会
長
）等
と
木
材
業
界
の
現
状
・

課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
引
き
続

き
、
内
外
装
に
国
産
材
を
多
用
し
た
木
材
会
館

を
内
覧
し
た
。
そ
の
後
、「
市
日
」
の
東
京
木

材
市
場
（
株
）（
市
川
英
治
社
長
）
に
移
動
し
、

内
装
に
ス
ギ
を
使
用
し
た
社
屋
及
び
林
場
に
並

ぶ
製
材
品
を
視
察
さ
れ
た
。
大
臣
か
ら
、
林
場

に
並
ぶ
製
材
品
に
つ
い
て
の
質
問
の
他
、
東
京

木
材
市
場
の
概
要
、
地
元
（
鹿
児
島
県
）
の
木

材
市
場
等
が
話
題
と
な
っ
た
。
早
川
金
光
都
買

連
会
長
に
同
行
し
て
見
学
に
来
て
い
た
千
葉
県

の
中
学
生
4
名
と
和
や
か
に
記
念
撮
影
な
ど
を

さ
れ
た
。
最
後
に
、
一
行
は
、
木
材
・
合
板
博

物
館
を
訪
れ
、
新
木
場
視
察
を
終
了
し
た
。

■
全
国
優
良
木
材
展
示
会
― 

東
海
互
市
場
木
材
相

六
所
神
社（
天
然
ヒ
ノ
キ
）に
農
林
水
産

大
臣
賞

当
連
盟
主
催
の
全
国
優
良
木
材
展
示
会
は
11

月
20
日
（
金
）、
東
海
木
材
相
互
市
場
・
大
口

市
場
（
丹
羽
郡
大
口
町
）
で
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
は
、
中
部
森
林
管
理
局
・
桂
川
裕
樹
局

長
、
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
・
千
葉
副
所
長
及

び
愛
知
県
農
林
水
産
部
林
務
課
野
田
課
長
ほ

か
。出

品
材
は
、
国
有
林
材
（
木
曽
ヒ
ノ
キ
材
、

人
工
林
ヒ
ノ
キ
材
等
78
㎥
）
の
ほ
か
、
民
有
林

材
約
4
、０
０
０
㎥
。

開
会
に
当
た
り
、
全
市
連
の
西
垣
泰
幸
連
副

会
長
（
西
垣
林
業
社
長
）
が
、「
本
展
示
会
は
、

全
国
の
優
良
木
材
の
Ｐ
Ｒ
と
需
要
拡
大
の
た
め

全
市
連
が
長
年
に
わ
た
り
、
関
係
各
位
の
御
協

力
の
も
と
に
開
催
。
今
後
、
全
国
各
地
の
木
材

関
係
者
が
一
体
と
な
り
、
国
産
材
の
安
定
需
給

体
制
づ
く
り
を
進
め
、
林
業
、
木
材
産
業
の
健

全
な
発
展
に
取
り
組
み
が
重
要
、
全
市
連
と
し

（理事会の様子）

（林場の視察）



（3）平成27年12月 1 日� 　（第692号）全　市　連　時　報
て
も
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
木
造

施
設
の
建
設
や
関
連
の
木
材
需
要
増
加
へ
の
期

待
。
世
界
に
向
け
た
「
木
の
文
化
」
の
情
報
発

信
の
た
め
取
り
組
ん
で
行
く
。」
旨
の
挨
拶
を

行
っ
た
。

桂
川
中
部
森
林
管
理
局
長
は
、
入
賞
者
に
農

林
水
産
大
臣
賞
等
を
贈
呈
し
た
後
、「
昔
よ
り

少
な
く
は
な
っ
た
が
、
国
有
林
は
優
良
材
供
給

が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
優
良
材
を
、
上

手
に
ご
活
用
願
い
た
い
」
等
、
挨
拶
さ
れ
た
。

審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

▽
農
林
水
産
大
臣
賞　

六
所
神
社
（
天
然
ヒ
ノ

キ
：
３
５
０
年
生　

66
㎝　

7
ｍ
）
▽
林
野

庁
長
官
賞　

大
富
部
喜
彦
、
吉
畑
林
業
▽
愛

知
県
知
事
賞　
（
株
）
河
本
材
木
店
、
加
藤

武
章
▽
中
部
森
林
管
理
局
長
賞　

土
岐
正

秋
、
松
野
勝
久
▽
全
木
連
会
長
賞　

鈴
木
康

夫
、
大
石
俊
一
▽
全
市
連
会
長
賞　

金
指
勝

悟
、
倉
渕
順
平
▽
全
買
連
会
長
賞　

柴
田
昭

・
平
成
27
年
7
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

約
7
万
8
千
戸
で
前
年
同
月
比
１
０
７
・
4
％

と
5
ヶ
月
連
続
の
増
加
。

・
平
成
27
年
度
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
対
前

年
比
１
０
６
・
8
％
の
94
万
戸
と
想
定
。

・
平
成
28
年
度
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
対
前

年
比
１
０
２
・
0
％
の
95
万
9
千
戸
と
想
定
。

3
．
木
材
輸
出
動
向

・
平
成
27
年
の
1
月
～
7
月
の
木
材
輸
出
額

は
、
約
１
２
７
億
7
千
万
円
（
対
前
年
同
期
比

１
２
９
・
8
％
）。
高
い
伸
び
を
持
続
。

・
品
目
別
に
は
、
丸
太
約
54
億
円
（
対
前
年
比

１
４
２
％
）、
製
材
品
約
21
億
2
千
万
円
（
同

１
１
３
％
）、
合
板
約
15
億
4
千
万
円
（
同
１

２
９
％
）
等
。

・
国
別
に
は
、
中
国
約
47
億
円
（
対
前
年
同
期

比
１
２
４
％
）、
韓
国
約
24
億
3
千
万
円
（
同

１
６
６
％
）、
約
フ
ィ
リ
ピ
ン
17
億
2
千
万
円

（
同
１
６
９
％
）、
台
湾
約
12
億
6
千
万
円
（
同

１
１
７
％
）
等
。

4
．
主
要
木
材
需
給
動
向

（
1
）
国
産
材
（
需
要
（
工
場
入
荷
））

①
製
材
用
丸
太
・
新
設
住
宅
着
工
数
が
現
在
の

水
準
で
推
移
す
る
と
想
定
、
平
成
27
年
第
4
四

半
期
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
と
も
国
産
材
回

帰
の
流
れ
を
受
け
堅
調
に
推
移
す
る
見
通
。

②
合
板
用
丸
太
・
型
枠
用
合
板
等
新
規
用
途
で

の
需
要
拡
大
も
見
込
ま
れ
る
が
、
平
成
27
年
第

4
四
半
期
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
と
も
、
新

設
住
宅
着
工
が
わ
ず
か
な
が
ら
回
復
と
予
測
、

主
力
の
構
造
用
合
板
の
需
給
環
境
が
緩
慢
な
が

ら
増
加
に
転
じ
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、
平
成
27

年
第
4
四
半
期
及
び
平
成
28
年
第
1
四
半
期
と

も
前
年
同
期
比
で
減
少
の
見
通
。

（
2
）
米
材

①
丸
太

治
、
河
野
成
市
朗
。

式
典
終
了
後
は
、
晴
天
の
も
と
全
国
か
ら
多

く
の
買
方
が
集
ま
り
、
活
発
な
セ
リ
が
行
わ
れ

た
。
国
有
林
材
は
、
桂
川
局
長
ら
関
係
者
が
見

守
る
中
で
、
最
高
値
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
材
に
は
１

５
０
万
円
（
1
立
方
ｍ
当
た
り
）
の
高
値
が
つ

い
た
。
ま
た
、
国
有
林
の
高
齢
級
ヒ
ノ
キ
人
工

林
材 

高○ 

や
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
材
に
も
注
目
が
集

ま
り
、
高
値
が
付
い
た
。

■
第
43
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
― 

肥
後
木
材
（
株
）

第
43
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
展
示
会
が
今
年

度
の
最
後
を
飾
り
、
11
月
11
日
（
水
）
に
肥
後

木
材
（
株
）
で
開
催
さ
れ
た
。
前
日
の
10
日
に

は
、
審
査
員
に
よ
り
11
社
の
出
品
製
材
品
（
合

計
98
㎥
）
を
厳
正
に
審
査
し
、
90
点
以
上
2
社

と
い
う
評
価
を
得
た
。
審
査
過
程
に
お
い
て
格

付
実
績
及
び
出
荷
実
績
で
の
減
点
が
目
立
っ

た
。当

日
の
展
示
会
に
は
、
多
く
の
買
方
が
参
加

し
、
優
良
国
産
材
製
材
品
を
中
心
に
活
発
な
商

況
を
呈
し
た
。

■
秋
の
叙
勲
等

・
平
成
27
年
度
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
木
材
流

通
業
振
興
功
労
に
よ
り
、
磯
貝
英
一
氏
（
元
全

市
連
副
会
長
）
が
旭
日
双
光
章
を
、
籏
政
廣
氏

（
全
銘
連
会
長
・
全
市
連
理
事
）
が
旭
日
小
綬

章
を
受
章
し
た
。
御
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

磯
貝
英
一
氏
は
、
平
成
8
年
か
ら
6
年
間
全

市
連
副
会
長
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
東
京
都
木

連
副
会
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

プ
レ
カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
市
場
、

材
木
店
と
大
工
・
工
務
店
が
連
携
し
て
取
り
組

む
住
宅
建
築
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
代
金
集
金
業

務
の
自
動
振
替
化
、
消
費
者
を
対
象
と
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
通
じ
、
東
京
木
材
相
互
市

場
を
全
国
有
数
の
市
場
会
社
に
育
て
あ
げ
ら
れ

た
。籏

政
廣
氏
は
、
理
事
長
を
勤
め
ら
れ
た
岐
阜

銘
木
協
同
組
合
に
全
国
か
ら
銘
木
を
幅
広
く
集

荷
し
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
銘
木
市
場
に
育

て
上
げ
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
銘
木
連

合
会
会
長
を
長
年
務
め
ら
れ
、
銘
木
業
界
の
活

性
化
と
振
興
に
努
め
ら
れ
た
。

■
27
年
度
主
要
木
材
の
需
給
見

通
し林

野
庁
は
、
平
成
27
年
9
月
18
日
、「
主
要

木
材
の
需
給
見
通
し
（
平
成
27
年
第
4
四
半
期

及
び
平
成
28
年
第
1
四
半
期
）」
を
公
表
し
た
。

木
材
需
給
会
議
の
意
見
等
の
概
要
は
以
下
の
通

り
。

1
．
経
済
情
勢

・
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
平
成
26
年
度
は
公

共
投
資
、
輸
出
等
が
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
た
が
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需
要
の
反

動
に
よ
る
個
人
消
費
等
の
冷
え
込
み
が
大
き
く

影
響
し
、△
0
・
9
％
（
実
績
）
の
成
長
と
な
っ

た
。
平
成
27
年
度
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影

響
も
薄
ら
ぎ
、
基
本
的
に
は
緩
や
か
な
持
ち
直

し
が
続
く
と
予
想
さ
れ
、
0
・
9
％
の
成
長
が

見
込
ま
れ
る
。

2
．
住
宅
着
工

・
平
成
26
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
全

体
で
約
８
８
０
千
戸
前
年
同
期
比
89
・
2
％
、

持
家
が
約
２
７
８
千
戸
同
78
・
9
％
、
貸
家
が

約
３
５
８
千
戸
同
96
・
9
％
、
分
譲
一
戸
建
が

約
１
２
４
千
戸
同
92
・
8
％
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
が
約
１
１
０
千
戸
同
89
・
0
％
で
あ
っ
た
。

（農林大臣賞受賞材）
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前
年
同
期
比
で
減
少
の
見
通
。

・
供
給
は
、産
地
の
伐
採
状
況
等
に
よ
り
集
材
、

製
材
が
苦
戦
す
る
模
様
も
、
国
内
需
要
に
対
応

す
る
べ
く
供
給
さ
れ
る
見
通
。

（
5
）
北
洋
材

①
丸
太

・
需
要
は
、
低
調
な
が
ら
合
板
用
丸
太
の
他
樹

種
か
ら
の
転
換
等
も
見
込
ま
れ
、
平
成
27
年
第

4
四
半
期
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
と
も
前
年

同
期
比
で
増
加
の
見
通
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
、
需
要
に
応
じ
た
輸
入
と

の
見
通
。

②
製
材
品
・
供
給
は
、
国
内
需
要
に
応
じ
た
輸

入
と
の
見
通
。

（
6
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
リ
材

①
丸
太

・
需
要
は
、
輸
出
梱
包
需
要
が
想
定
よ
り
弱
含

み
で
推
移
、
平
成
27
年
度
第
4
四
半
期
は
や
や

増
加
も
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
は
前
年
同

期
比
で
や
や
減
少
の
見
通
。

・
供
給
は
国
内
需
要
に
応
じ
た
入
荷
の
見

通
。

②
製
材
品

・
需
要
は
、
梱
包
材
の
樹
種
転
換
も
見
込
ま

れ
平
成
27
年
第
3
四
半
期
、
第
4
四
半
期
と

も
前
年
同
期
比
で
減
少
、
平
成
28
年
第
1
四

半
期
は
前
年
並
み
の
見
通
。

・
供
給
は
、
国
内
需
要
や
為
替
環
境
を
見
極

め
な
が
ら
、慎
重
な
供
給
が
行
わ
れ
る
見
通
。

（
7
）
合
板

①
国
内
製
造

・
需
要
は
、
平
成
27
年
第
4
四
半
期
以
降
は

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
や
フ
ラ
ッ
ト
35
の
優
遇

金
利
政
策
の
実
行
等
に
よ
る
住
宅
需
要
の
持

ち
直
し
、
輸
入
合
板
か
ら
の
暫
時
移
行
等
に

よ
り
前
年
同
期
に
比
べ
や
や
増
加
の
見
通
。

・
供
給
は
、国
内
工
場
が
新
た
に
稼
働
す
る
が
、

需
要
に
応
じ
た
生
産
と
な
る
見
込
。

②
輸
入

・
需
要
は
、
平
成
27
年
第
4
四
半
期
以
降
は
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
需
要
が
出
て
く
る
見
通
も
、
産

地
状
況
が
不
透
明
な
た
め
前
年
同
期
比
で
減
少

の
見
通
。

・
供
給
は
、
産
地
状
況
の
見
通
が
不
透
明
な
た

め
、
平
成
27
年
第
4
四
半
期
以
降
も
前
年
同
期

比
で
減
少
の
見
通
。

（
8
）
構
造
用
集
成
材

①
国
内
製
造

・
平
成
27
年
第
4
四
半
期
、
平
成
28
年
第
1
四

半
期
は
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
や
フ
ラ
ッ
ト
35
の

優
遇
金
利
政
策
の
実
行
等
に
よ
り
新
設
住
宅
着

工
が
増
加
し
、
前
年
同
期
比
や
や
増
の
見
通
。

②
輸
入

・
平
成
27
年
第
4
四
半
期
以
降
は
欧
州
大
手

・
需
要
は
、
平
成
27
年
第
4
四
半
期
、
平
成
28

年
第
1
四
半
期
と
も
、
消
費
税
の
駆
け
込
み
需

要
の
反
動
も
落
ち
着
き
堅
調
に
推
移
の
見
通
。

・
供
給
は
、
為
替
、
国
内
需
要
の
動
向
や
産
地

の
状
況
も
踏
ま
え
、
平
成
27
年
第
4
四
半
期
は

前
年
同
期
と
ほ
ぼ
同
量
、
28
年
第
1
四
半
期
は

前
年
同
期
よ
り
増
加
の
見
通
。

②
製
材
品

・
需
要
は
、
平
成
27
年
第
4
四
半
期
は
住
宅
着

工
が
増
加
に
転
じ
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
も

住
宅
着
工
等
市
況
が
堅
調
に
推
移
さ
れ
る
と
予

測
。
両
四
半
期
と
も
前
年
同
期
比
で
若
干
増
加

し
た
水
準
で
推
移
す
る
と
思
わ
れ
る
。

・
供
給
は
、
平
成
27
年
第
4
四
半
期
は
現
地
価

格
の
変
動
あ
る
も
、
前
年
同
期
比
で
減
少
す
る

見
通
。
平
成
28
年
第
1
四
半
期
は
稼
働
日
数
の

減
少
あ
る
も
、
在
庫
が
低
水
準
で
推
移
し
、
昨

年
よ
り
や
や
増
加
し
た
供
給
を
予
測
。

（
3
）
欧
州
材
（
製
材
品
）

・
国
内
需
要
動
向
や
為
替
動
向
を
反
映
し
て
低

調
な
水
準
で
推
移
す
る
も
、
平
成
27
年
第
4
四

半
期
及
び
平
成
28
年
第
1
四
半
期
は
前
年
同
期

に
比
べ
て
増
加
の
見
通
。

（
4
）
南
洋
材

①
丸
太

・
需
要
は
、
平
成
27
年
第
4
四
半
期
以
降
も
底

堅
く
推
移
。
平
成
27
年
第
4
四
半
期
及
び
、
平

成
28
年
第
1
四
半
期
と
も
前
年
同
期
比
で
や
や

減
少
の
見
通
。

・
供
給
は
、
現
地
で
の
伐
採
環
境
や
為
替
状
況

に
よ
り
低
調
な
水
準
で
推
移
。
平
成
27
年
第
4

四
半
期
及
び
平
成
28
年
第
1
四
半
期
は
前
年
同

期
比
で
増
加
の
見
通
。

②
製
材
品

・
需
要
は
、
平
成
27
年
第
4
四
半
期
以
降
は
、

他
樹
種
の
製
品
に
転
換
す
る
動
き
が
あ
り
、
対

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
供
給
が
本
格
す
る
と
想
定
さ

れ
、
前
年
同
期
と
比
べ
増
加
の
見
通
。

■
平
成
27
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ 

ー
養
成
講
習
会
開
催
の
ご
案
内

木
材
を
取
り
扱
う
方
々
を
対
象
に
環
境
問
題

や
木
材
需
給
、
日
本
の
林
業
の
ほ
か
、
木
の
見

分
け
方
や
基
本
的
性
質
、
木
造
建
築
に
関
す
る

実
践
的
な
知
識
を
学
ん
で
頂
く
た
め
、
下
記
に

よ
り
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。（
東
京
・
大
阪
の
各
会
場
で
定
員
40
名

程
度
を
予
定
。）

日
程
等
は
、

①
（
東
京
会
場
）
平
成
28
年
2
月
19
日
（
金
）

9
：
30
～
17
：
20
、
2
月
20
日
（
土
）　

9
：

00
～
16
：
20　
（
於
）
木
材
・
合
板
博
物
館
1

Ｆ
会
議
室
（
東
京
都
江
東
区
新
木
場
1
丁
目
7

番
22
号
新
木
場
タ
ワ
ー
）

②
（
大
阪
会
場
）
平
成
28
年
2
月
26
日
（
金
）

9
：
30
～
17
：
20
、
2
月
27
日
（
土
）　

9
：

00
～
16
：
20　
（
於
）
大
阪
木
材
仲
買
会
館
会

議
室
（
大
阪
府
大
阪
市
西
区
新
町
3
丁
目
6
―

9
）

受
講
料
は
、
２
２
、０
０
０
円
（
た
だ
し
、
受

講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
受
験
料
等
を
含
み
ま
す
）

〈
申
し
込
み
・
問
合
先
〉（
一
社
）
全
日
本
木
材

市
場
連
盟　

東
京
都
文
京
区
後
楽
1
―

7
―

12　

林
友
ビ
ル
6
階
Ｔ
Ｅ
Ｌ
03
―
３
８
１
８
―
２
９

０
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
03
―
３
８
１
８
―
２
９
０
７

■
全
市
連
Ｈ
Ｐ
に「
会
員
掲
示
板
」

こ
の
度
、
全
市
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
会

員
掲
示
板
」
を
設
け
ま
し
た
。
行
政
等
か
ら
の

通
知
・
連
絡
等
を
掲
載
致
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

主要木材の入荷量等の概要
（単位：千㎥ ,％）（括弧内は前年比又は前年同期比）
国産材丸太 輸入

丸太
輸入
製材品 合板 構造用

集成材製材用 合板用
26年計 12,211 3,191 4,086 6,430 6,297 2,137
（実績） （101）（106）（91） （84）（97） （95）
27年第 1四半期 2,989 819 824 1,454 1,484 468
実績 （96）（110）（67） （88）（90） （83）
27年第 2四半期 2,956 844 878 1,599 1,375 508
実績 （95） （97）（79） （89）（82） （90）
27年第 3四半期 3,000 710 815 1,538 1,360 535
見込み （106） （94）（95） （97）（92）（107）
27年第 4四半期 3,100 720 905 1,547 1,420 525
見通し （99） （88）（102）（111）（95）（104）
27年計 12,045 3,093 3,422 6,138 5,640 2,036
（見通し） （99） （97）（84） （96）（90） （95）
28年第 1四半期 3,000 720 950 1,537 1,440 505
見通し （100） （88）（115）（106）（97）（108）


